



























































































































































































































































































｢空性 (組nyat豆)という輝き (aloka)の智慧 G触na)が生じたとき,
転識が断たれるが故に (空佐は転識の)対治なのである｡同様に極空
(ati組nya)は,輝きの顕現 (豆lokabhasa)という智慧が生 じたとき,













































































































































































































































































































































































































































(17) 宮坂宥勝 ｢密教 ･マンダラと風土｣,『現代思想』γol.ll-9,青土社,1983,
p.95上｡
梶山雄一 『空の思想』人文書院,1983,p.146｡
松長有慶 『密教経典成立史論』法蔵館,S.55,p.150｡
(18) 氏家昭夫 ｢入携伽経の唯心説｣,『密教学研究』第2号,S.450
松長有慶前掲書p.139｡
(19) 津田真一 ｢密教と空｣,仏教思想7『空下』,平楽寺書店,1981,pp.609-
642｡
但し津田氏の考えておられる ｢空｣は,『中論』的空ではなく,『華厳経』,
『大日経』的畳茶産の世界の空である｡
(20)advayaj負えna｡J丘anapえda流では,最高の真理をこのように呼ぶ｡
(21) cf.中村元 『空上』,平楽寺書店,1981,pp.279-287｡
